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2020年8月28日 バージョンアップするNYダウ
2020年8月27日 『米中対立』は大統領選をにらみ一段と激化

2020年8月31日

米国地区連銀のひとつであるカンザスシティ地区連銀は、毎年8月下旬にワイオミング州「ジャクソンホール」に

おいて、経済政策に関する国際シンポジウムを開催します。今年は新型コロナの影響によりオンライン形式で、

8月27日～28日に開催されました。パウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長は冒頭講演で、FRB

が一定期間の平均で2%を上回る物価上昇率を目指す『新たな指針』を発表しました。

 FRBが27日に決めた金融政策の『新たな指針』については、発表タイミングこそ早かったものの、2%超のイン

フレを容認する平均物価目標はこれまで市場関係者の間で想定されていたものでした。それでも、米株式市

場はゼロ金利政策の長期化観測から28日にかけて上昇し、主要株価指数が最高値を更新しました。

 今後の焦点は金融緩和の持続性とみられます。次回のFOMC（9月15日、16日）では、新たに2023年

の経済見通しと政策金利見通し（ドットチャート）が公表される予定であり、フォワードガイダンス（先行きの

金融政策の指針）強化の有無とともに注目されます。

FRB議長は「ジャクソンホール」で2％超の物価容認を発表

9月FOMCのドットチャートが注目される

 『新たな指針』によって、FRBは今後、2％を超えて物価が

上昇した場合でも、雇用環境を含めて景気が確実に回

復するまでゼロ金利政策などの大規模な金融緩和を継

続する方針を示したことになります。

 FOMCメンバーによる経済見通しによれば、2022年末時

点で物価上昇率の中心値は1.7%であり、ゼロ金利政策

は少なくとも2023年まで続く可能性があると考えられます。

 パウエルFRB議長は、8月27日にカンザスシティ連銀主催の国際シンポジウム（ジャクソンホール会議）で、

「金融政策の枠組みの再点検」 をテーマに講演を行いました。その中で、金融政策の目標としている2％の

物価上昇率について、これまでより柔軟に運用し、一定期間の平均で2％を上回ることを目指すという、金

融政策の『新たな指針』を発表しました。

 臨時の米連邦公開市場委員会（FOMC）も開かれました。FRBはシンポジウムとほぼ同時に『新たな指

針』を公表し、金融政策の目標として「当面の間は2%を上回るインフレ率を目指す」と明記しました。

ゼロ金利政策は長期化見込み

FRBは2%超の物価容認の『新たな指針』を発表
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